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会
館
管
理
使
用
規
則

（
平
成
七
年
七
月
二
十
一
日
規
則
第
五
十
八
号
）

改
正

平
成
一
三
年
一
一
月
二
〇
日

同

二
六
年
一
二
月
一
八
日

令
和

三
年

六
月
一
八
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
弁
護
士
会
館
内
の
当
会
単
独
専
用
部
分
（
別

紙
日
弁
連
施
設
目
録
の
と
お
り
。
以
下
「
日
弁
連
会
館
」
と
い
う
。
）

を
管
理
、
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

東
京
弁
護
士
会
、
第
一
東
京
弁
護
士
会
、
及
び
第
二
東
京
弁
護
士

会
と
の
共
用
部
分
（
別
紙
目
録
の
と
お
り
。
以
下
「
共
同
施
設
」

と
い
う
。
）
及
び
東
京
弁
護
士
会
と
本
会
を
も
っ
て
共
同
専
用
す

る
部
分
（
別
紙
講
堂
施
設
目
録
の
と
お
り
。
以
下
「
講
堂
」
と
い

う
。
）
を
共
同
管
理
、
運
用
す
る
こ
と
に
関
し
、
当
会
の
方
針
を

決
定
す
る
に
必
要
な
方
法
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
所
管
）

第
二
条

会
長
は
、
会
則
第
九
十
二
条
に
よ
る
資
産
の
管
理
に
関
す

る
事
項
の
う
ち
、
経
理
委
員
会
に
以
下
の
事
項
の
処
理
を
委
嘱
す

る
。
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一

弁
護
士
会
館
の
敷
地
の
管
理
、
利
用
に
関
す
る
事
項

二

日
弁
連
会
館
の
管
理
、
使
用
に
関
す
る
事
項

三

講
堂
の
管
理
、
運
用
に
関
し
当
会
が
決
定
す
べ
き
事
項

四

共
同
施
設
の
管
理
、
運
用
に
関
し
当
会
が
決
定
す
べ
き
事
項

五

そ
の
他
弁
護
士
会
館
の
維
持
管
理
に
必
要
な
事
項

（
日
弁
連
会
館
の
使
用
）

第
三
条

日
弁
連
会
館
は
、
本
会
の
会
務
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
、
特
別
会
員
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
、
外

国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法

人
及
び
準
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。
）
、
並
び
に
職
員
又

は
本
会
か
ら
許
可
を
得
た
者
の
利
用
の
用
に
供
す
る
。

（
会
員
の
使
用
）

第
四
条

会
員
は
、
日
弁
連
会
館
に
存
す
る
会
員
室
、
会
員
執
務
室

及
び
会
員
ロ
ッ
カ
ー
室
を
、
会
務
及
び
管
理
に
支
障
が
な
い
限
り
、

自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
総

長
の
許
可
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
有
料
で
会
議
室
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
会
員
外
の
使
用
）

第
五
条

会
議
室
に
つ
い
て
、
事
務
総
長
は
会
務
に
支
障
の
な
い
限

り
、
つ
ぎ
の
も
の
に
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

第
三
号
に
定
め
る
も
の
の
会
議
室
使
用
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
紹
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介
を
必
要
と
す
る
。

一

弁
護
士
会
関
連
団
体

二

弁
護
士
の
み
を
構
成
員
と
す
る
任
意
団
体

三

そ
の
他
の
団
体
も
し
く
は
個
人

（
会
館
管
理
使
用
細
則
）

第
六
条

日
弁
連
会
館
の
使
用
時
間
、
使
用
料
並
び
に
申
込
手
続
き

等
は
、
経
理
委
員
会
が
別
途
定
め
る
会
館
管
理
使
用
細
則
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

（
講
堂
の
維
持
、
管
理
及
び
運
営
）

第
七
条

講
堂
の
維
持
、
管
理
、
運
営
及
び
使
用
は
、
本
会
と
東
京

弁
護
士
会
が
定
め
る
講
堂
管
理
運
用
規
則
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

２

講
堂
管
理
運
営
規
則
に
基
づ
き
、
本
会
と
東
京
弁
護
士
会
が
設

置
す
る
講
堂
管
理
運
営
委
員
会
に
お
け
る
当
会
の
基
本
方
針
は
、

経
理
委
員
会
が
決
定
す
る
。

（
共
同
施
設
の
維
持
、
管
理
及
び
警
備
）

第
八
条

共
同
施
設
の
維
持
、
管
理
及
び
警
備
に
つ
い
て
は
、
東
京

弁
護
士
会
、
第
一
東
京
弁
護
士
会
、
及
び
第
二
東
京
弁
護
士
会
（
以

下
「
東
京
三
会
」
と
い
う
。
）
と
本
会
で
定
め
る
弁
護
士
会
館
管

理
規
約
、
弁
護
士
会
館
管
理
運
営
規
則
に
よ
る
。

２

弁
護
士
会
館
管
理
規
約
に
基
づ
き
、
本
会
と
東
京
三
会
が
設
置

す
る
会
館
運
営
委
員
会
に
お
け
る
当
会
の
基
本
方
針
は
、
経
理
委
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員
会
が
決
定
す
る
。

附

則

第
一
条

本
規
則
は
、
平
成
七
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条

会
館
使
用
規
則
（
規
則
第
十
七
号
）
は
廃
止
す
る
。

附

則
（
平
成
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
規
則
第
七
九
号

弁
護
士
法
人
創
設
に
係
る
弁
護
士
法
改
正
に
伴
う

規
則
等
整
備
に
関
す
る
規
則

第
三
条
改
正
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日
規
則
第
一
六
五
号

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
創
設
に
係
る
外
国

弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

第
三
条
、
第
八
条
改
正
）
抄

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

二
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
後
略
）

（
平
成
二
七
年
政
令
第
四
一
四
号
で
平
成
二
八
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
）

附

則
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
規
則
第
二
〇
〇
号

弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
制
度
創

設
に
係
る
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
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い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規

則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

第
三
条
改
正
）

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
政
令
第
四
一
号
で
令
和
四
年
一
一
月
一
日
か

ら
施
行
）

〔
別
紙
省
略
〕


